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のことは以上の解析では明らかでない。第 6 章ではこれらのことを明らかにするために，各翼のキャピティを独立 L
て扱い定常キャピティ及び安定解析を行った。その結果偶数枚数の場合にのみ交互翼キャビテーション発生すること，
これまでに想定したもの以外の不安定キャピテーションは存在しないことが明らかとなった。
最後に第 7 章では前縁を交互に切除したインデューサを用いて実験を行い，理論的に予測された複雑な定常キャビ
テーションが実際に発生すること，前縁の交互切除により旋回キャピテーションの発生が実際に抑制できることを明
らかにしている。
以上のように本論文は交互翼キャビテーションの発生機構を明らかにしこれを用いた旋回キャビテーションの抑制
に成功したばかりでなく，不安定キャビテーション全般に関して有用な知見を与えるものであり博士(工学)の学位
論文として価値あるものと認めるo
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